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北大水産業報
37(3)， 240-245. 1986 

ピブリオ病原因菌の血清学的検討 11 

V. anguillarumのO血清型 (J・0・4-J・0・8)

田島研一九絵面良男事・木村喬久*

Serological Typing of Thermostable Antigens 

of V. anguillαrum-II 

V.αnguillαrumO・serotypes(J-O-4-J・0・8)

Kenichi TAJIMA *， Y oshio EZURAへandTakahisa KIMURA本

Abstract 

In a previous paper (Tajima et al.， 1986)， we reported thaも v.αnguillarumstrains 
showed three distinguishable serological groups (J-O-l， J-O-2 and J-O-3). However three 
strains of V. anguillarum and V. ichthy，副お円nisNCMB 407 (one type strain of V. an伊lillar-
um) could not be classified as any particular serotype. In addition， strains of V.仰伊lillαト
um isolated from marine environments in 0ωuchi Bay in Iwa句 prefecturewere also not 
classified in七oany 30-seroもypes. Because池田eunclassified strains are noteworthy in 
relationωdiagnosis， prevention and vaccine preparation for the vibriosis， we examined the 
serolo♂cal rel抗ionshipbetween 七herepr酬 n刷 ives飢柑も位凶，ra似ms
uncla嗣s溺刷s剖1自偽.eds“七rains. From the resul七s，もheV. anguilla叩 mcould be classified in七oeight 
serological groups (J-O・l-J-O・8)based on analysis of七hermostablean七igens.

緒言

前報(田島ら， 1986)においてビブリオ病原因菌は3-0血清型に型別されることが明らかにな

り，これに基づいて全供試菌の O血清型別を行った結果，ビブリオ病原因菌園内分離株219株は，

分類上 V.側伊illa仰 m とは類縁関係の認められなかった Vibriospp.およびAe叩mouωspp.の24

株が型別不能であったのを除くと大部分の菌株はいずれかに型別された。しかし V.anguillarum 

(phenon 1)に分類された 170株中の 3株と，同時に供試した対照株中 V.an抑制arumの標準株

V. ichthyoderrnis NCMB 407の計4株が3・0血清型のいずれにも型別されなかった。ところで前

報(田島ら， 1986)のO血清型別の結果では， 0血清型は菌株の由来魚ならびにその飼育環境に

深い関わりが窺われたことから，型別不能株についての検討は，V. an仰illa側聞の生態をも含め

た疫学上からも重要なことと思われる。そこで本報では，これら型別不能の菌株と前報(田島ら，

1986)の3-0血清型 (J-O-l，J-0-2， J・0-3)株との O抗原構造の関連性について詳細に検討した。

なお上記型別不能株に，著者らが岩手県大槌湾ギンマス養殖環境から分離した菌株(田島他 未

発表)で，一般性状の詳細な検討から V.anguillarum標準株と一致した性状を示すにもかかわら

ず，いずれの抗血清に対しでも凝集の認められなかった菌株の代表株も併せ供試した。

* 北海道大学水産学部微生物学講座
(Lαbora伽 "yof Microb叩logy，F，酎ultyof F:悶heries，Hokkαido University， 041 Hakodate， Jap側.)
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実験方法

1. 供試菌株

前報(田島ら， 1986)で供試した菌株のうち J-O-l型として V-7(NCMB 6)株， J-O-2型として

V-123 (PTe-l，楠田 II型)株， Jο-3型としてはV-I04(NOAA V-775， U.S. serotype 1)株を選び，

これに前報(田島ら， 1986)のO型血清型別において型別不能であった phenonIの3株 (V-183，

V-196， V-231)とV.側伊illarum標準株の一つ V.ichthyodermis NCMB 407 (V帽116)，さらに岩手

県大槌湾ギンマス養殖環境試料由来の V.anguillarumの代表株 (E6-5)を加えた計8株を供試

した。供試株はTable1にまとめて示した。

Table 1. S七rainsused for preparation of anもigensand rabbit antiserum 

Seroも.ype

J-O-l V-7 

J-O司2 V-123 

J-O-3 V-104 

Unknown V-183 

" V-196 
/ノ V-231 

fノ V-1l6 

ノア E6-5 

2. 抗血清の作製

1) 免疫抗原

Strain No. 

(NCMB 6) 

(PTe-l， Kusuda 11) 

(NOAA V-775， US-O-I) 

( V. ichthyode円nisNCMB 407) 

Speci田 name

V 側伊lillarum

" 
" 
乃y

" 
乃Y

Fノ

" 

Table 1の供試菌8株について.前報(田島ら， 1986)同様常法に従って免疫抗原(ホルマリン

抗原)を作製した。

2) 免疫法

前報(田島ら， 1986)同様の免疫スケジュールに基づきウサギを免疫し，抗血清を採取した。

3) 反応抗原

前述の各供試菌について，前報(田島ら， 1986)と同様の方法により耐熱性反応抗原を作製し

た。ただし加熱操作を l00
0

C，1時間の加熱に替え， 12rc， 20分のオートクレーブによる加熱を

行った。

4) 抗体価の測定

前報(田島ら， 1986)と同様の方法により測定した。

5) 交叉吸収試験

前報(田島ら， 1986)と同様の方法により吸収血清を作製した。

6) のせガラス(ためし)凝集反応

前報(田島ら， 1986)と同様の方法により凝集の有無を判定した。
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結果および考察

1. 交叉凝集反応

J-O-I-J-O-3の3抗血清に加えて型別不能の 5株の抗血清とそれぞれの反応抗原との交叉凝

集反応の結果は Table2に示した。供試各抗血清はそれぞれの homoの抗原に対して凝集がみら

れた他に，抗 J-O-3(V-I04)血清と V-231株，抗V-1l6(V. ichthyodermis)血清と E6-5株との聞

にもそれぞれ弱い凝集がみられた。しかしこれらと対応する逆の反応，すなわち抗V-231血清と

J-O-3型株，抗 E6-5血清と V-1l6株との反応はし、ずれも陰性であった。

Table 2. Slide cross-agglutina七IOnreac七ionsof eighもS七ralllsagallls七eachantiserum 

anも1gen
serum 

V-7 V-123 V-104 V-183 V-196 V-231 V-1l6 E6-5 

V-7 (J-O-l) + 
V-123 (J-O-2) 十

V-104 (J-O-3) + +w 
V-183 → 
V-196 十

V-231 + 
V-1l6 + 十w

E6-5 + 

+ W: weakly positive 

2. 定量交叉凝集反応

供試各抗血清とそれぞれの反応抗原について定量交叉凝集反応の結果は Table3に示した。各

抗血清と homoの抗原との凝集素価は 2，560-10，240の範囲で高い値を示した。また前述のよう

に，ためし凝集反応で~~\，、凝集のみられた抗 J-O-3 型血清と V-231 株，抗 V-1l6 血清と E6-5 とは

共に凝集素価 256を示した。しかし先のためし凝集反応でもみられたように，これらと対応する

Table 3. Cross叩 lantitativea偶lutinationreactions of eight s七ralllsag剖nsteach antiserum 

antigen 
serum 

V-7 V-123 V-104 V-183 V-196 V-231 V-1l6 E6-5 

V-7 (J-O-l) 5120 32 16 128 32 32 32 32 

V-123 (J-O-2) 64 10240 16 64 16 128 64 16 

V-104 (J-O-3) 64 16 2560 128 16 256 256 32 

V-183 64 128 64 5120 64 256 128 32 

V-196 64 16 16 32 2560 32 128 8 

V-231 4 8 64 8 16 10240 128 8 

V-1l6 64 32 64 128 32 128 5120 256 

E6-5 64 8 4 32 4 16 64 5120 
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逆の反応、系，抗V-231血清と J-0-3型株，抗 E6-5血清と V-1l6株との聞の凝集素価は共にわずか

64に過ぎなかった。また抗V-183血清と V-231株，抗J-0-3型血清と V-1l6株との聞にも 256の

凝集素価が観察されたが，これらと対応する逆の反応系の凝集素価はそれぞれ8，64と低いもので

あった。なお上記以外の hetero抗原との凝集反応ではいずれも 128以下と低い値であった。

以上，ためし凝集反応および定量交叉凝集反応の結果から，各供試菌株は0-抗原構造が異なる

ことが推察され，加えて J-0-3型株と V-231株， V-1l6株と E6-5株とはそれぞれ共通の 0-抗原を

有することが推察された。

田島ら:

交叉吸収試験

供試8抗血清とそれらの抗原との交叉吸収試験は Table4にまとめて示した。 8種の各抗血清

それぞれについて， heteroの加熱死菌抗原で吸収後， homoの抗原との凝集反応はすべて陽性を示

した。すなわち型別不能の 5株 (V-183，V-196， V・231，V-1l6， E6-5)は前報(田島ら， 1986)の3-0

血清型 (J-O-l，J-0-2， J-0-3)の菌株とは明らかに異なる O一抗原構造を有していること，さらに

供試8菌株はそれぞれ特異な 0-抗原因子を有していることが明らかになった。そこでこれまでの

3. 

Table 4. Cross-agglutination reac七ionsof eight antisera af七eradsorp七lOnWlもhcells of he七er-
ologous strains 

antlgen 
adsorbing 
s七ram E6-5 

J-O-l 

V-1l6 V-231 V-196 V-183 V-104 V司123V-7 

十
十
十
十
+
十
十

V-123 
V-104 
V-183 
V-196 
V-231 
V-1l6 
E6-5 

serum 

V-7 
(NCMB 6) 

十
十
+
+
+
+
+

V-7 
V-104 
V-183 
V-196 
V-231 
V-1l6 
E6-5 

V-123 
(PTe-l) 

J-0-2 

+
+
+
+
一
+
+

+
+
+
+
+
+
+
 

V-7 
V-123 
V-183 
V-196 
V-231 
V-1l6 
E6-5 

V-I04 
(NOAA 
V-775) 

J-0-3 

+
+
+
+
+
+
+
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V-7 
V-123 
V-104 

V-196 
V-231 
V-1l6 
E6-5 

V-183 ふ0-4
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Table 4. Continued 

antlgen adsorbilllZ 
s七rain E6-5 

J-0-5 

V-1l6 V-231 V-196 

十
+
+
+
+
+
+

V-183 V-104 V-123 V-7 

V-7 
V-123 
V-104 
V-183 
V-231 
V-1l6 

E6-5 

serum 

V-196 

+
+
+
+
+
+
+
 

V-7 
V-123 
V-104 
V-183 
V-196 
V-1l6 
E6-5 

V-231 J-0-6 

+
+
+
+
+
+
一

+
+
+
+
+
+
+
 

+w 
+w 

V-7 
V-123 
V-104 
V-183 
V-196 
V-231 
E6-5 

V-1l6 
(NCMB 

407) 

J-0-7 

+
+
+
+
+
+
+
 

V-7 
V-123 
V-104 
V-183 
V-196 
V-231 
V-1l6 

E6-5 J-0-8 

3-0血清型 (J-0-1，J-O・2，J-0-3)に5血清型を加えうるものと考え， V-183株の血清型を J-Q-4

型， V-196株を J-0-5型， V-231株をふ0・6型， V-116 (V. ichthyodern山)株をJ-0-7型およびE6-5

株をJ・0-8型と呼称することとした。なおJ・0-3型の V-231株以外の he飴ro抗原吸収血清と J-O-

6型株， J-0-7型の E6・5株以外の he旬ro抗原による吸収血清と J・0・8型株とはそれぞれ陽性を示

した。すなわち J-0-3型株と J-O・6型株， J-0-7型株と J-O・8型株との間にはそれぞれ共通の 0・抗

原因子が存在することが示唆された。しかしながらためし凝集反応 (Table2)および定量交叉凝

集反応 (Table3)にもみられたように，それぞれ対応する逆の反応系の凝集反応はすべて陰性で

あり，さらに詳細な抗原分析が必要と考える。また各血清型菌株の由来を Table5に示した。新た

に加えた 5血清型のうち，海水環境由来の J・0・8型株価6-5)を除く 4血清型の菌株はそれぞれ

アユ，ウナギ，ハマチ， ヒラメ等の病魚から分離されたものであり，これら血清型に属する菌株

は現在まで 1株ずつしか分離されておらず， J-0-1型， J-O・2型， J-0-3型以外の血清型菌株によ

るビブリオ病の発生は非常に希なものと思われる。この点に関してはKitao(1983)も同様の見解

を述べている。なお Kitao(1983)は淡水魚由来の V.an伊illarumのO抗原による血清型別にお

いて， A-Fなる 6種の血清型を報告している。前報(田島ら， 1986)で述べたように，北尾の A，

-244 



Serotype 

J-0-4 

J-0-5 

J-0-6 

J-0-7 

J-0-8 

田島ら: ピブリオ病原因菌の血清学的検討一11

Table 5. Source of strain belonging七oeach serotype 

Strain No. Species name Source 

V-183 V.側伊illarum ayu (Biwa Lake， 1977) 

V-196 I! eel (Aichi， 1966) 

V-231 I! yellow凶il(Wakayama， 1973) 

V-1l6 I! plaice 

( V. ichthyodermis NCMB 407) 

E6-5 I! sea wa七er(0もsuchiBay， 1980) 

B，C型はそれぞれ著者らの J-0-1，J-0-2， J・0-3型に相当する。また Sorensenand Larsen (1986) 

も魚類病原菌としての v.an仰illa仰 mの0・血清型として 10種の血清型 (01-010)を報告して
おり，彼らの 01，02，03，07型はそれぞれ著者らの J-O・3，J-0-1， J-0-2， J-O・7型に相当するが，両

者の残りのものについては現在のところ不明であり，今後比較検討が必要であろう。

要 約

岩手県大槌湾ギンマス養殖環境分離株をも含めた V.anguillarumの型別不能株について 3・0

血清型 (J-0-1，J-0-2， J-0-3)株との O抗原構造の関連性を検討した結果，型別不能の5株は前報

(田島ら， 1986)のJ-O・1-J-0-3血清型の菌株とは異なる抗原構造を有し，さらに供試8抗血清に

は相互の 0-抗原によっては吸収されない各抗血清特異抗体の存在が確認されたことから， J-0-4 

型， J-O・5型， J・0・6型，ふ0-7型およびJ-0-8型と規定し，前報(田島ら， 1986)の3-0血清型に

新たに加えた。
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